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H24.7 九州北部豪雨

H29.7 九州北部豪雨

H21.7 中国・九州北部豪雨

1976
（S51）

1981
（S56）

1986
（S61）

1991
（H3）

1996
（H8）

2001
（H13）

2006
（H18）

2011
（H23）

2016
（H28）

2021
（R3）

500

450

400

350

300

250

200

150

100

50

0

（回/年）

286

220

293 299

203
182

241

143134

204

245

326

247

203

146
171

123

206

333

383

230

357
318

268

225
236252252

309

430

367

308
309

269

334

327

345

279

463

330
358

272

220

189

377 382

350

平均226回
1976～1985 平均328回

2013～2022

気象庁資料より作成 ( 気象庁が命名した主な気象現象等を追記 )

■時間雨量 50mmを超える短時間強雨の発生件数が増加しています。

１時間降水量 50 ㎜以上の年間発生回数 (アメダス 1,000 地点あたり )

約40年で大雨が
約1.5倍に増加！

気候変動による雨の降り方の変化

線状降水帯の発生状況

■令和 5 年 7 月 10 日豪雨では、山国川上流域 ( 特
　に西側 ) で平成 24 年出水を上回る雨量を記録
　し、被害をもたらしました。

山国川流域

線状降水帯が発生
し、豪雨が継続

耶馬渓橋を越流し、橋の欄干が破損

令和 5年 7月豪雨時の山国川の状況

　近年、世界各地で発生している洪水や干ばつなどの災害は、地球温暖化が影響していると言われています。
温暖化が進むと、日本でもこれまで以上に豪雨が増えたり災害が激甚化する恐れがあります。
山国川圏域でも、平成２４年九州北部豪雨・平成２９年・令和５年７月など、近年たびたび豪雨に見舞われています。

近年の気象の状況と山国川圏域の豪雨
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圏域 ( 赤線の範囲 ) に降った雨は、森や
農地を潤し、河川に流れ込みます。

　山国川圏域は、豊かな自然環境と美しい景観がみられ、国指定の名勝耶馬溪や日本遺産にも認定された青の洞門・競秀峰・
羅漢寺・石橋群・中津城などの文化・歴史的な地域資源に恵まれています。また、圏域の自然や地域資源は、産業・観光・
自然体験など、私たちの豊かな暮らしを支えています。

守りたい山国川圏域の豊かな自然環境と地域資源

　火山岩を主とした地質は急峻な地形・美しい景観を形成する一方で
崩れやすく、豪雨時は川の水位が急激に上昇する特性があります。
　また、流域面積の約９割を山地が占め、人口と資産が川沿いや河口
部の狭い平地に集中しており、豪雨時に山からの流木や土砂が川に流
れ込むと、洪水被害が大きくなるリスクがあります。

沖積層
扇状地堆積物
段丘堆積物
阿蘇火砕流堆積物
耶馬渓火砕流堆積物
豊肥・瀬戸内火山岩類（輝石安山岩、凝灰角礫岩）
豊肥・瀬戸内火山岩類（角閃石安山岩、凝灰角礫岩）
串木野・鯛生・宇佐（層群）火山岩類（角閃石安山岩等）
串木野・鯛生・宇佐（層群）火山岩類（プロピライト）
平尾・朝倉・鞍手花崗閃緑岩類

凡　例

大分県

福岡県

火山岩類

岩盤が露出 山国川流域の地質

山地が約 9 割

山国川流域の土地利用

九州屈指の
急勾配地形

山国川の地形（河床勾配）

山国川圏域の特性とリスク山国川圏域の特性とリスク

①流域治水概要編

山国川流域治水
知る

知らせる山国川圏域 流域治水 山国川流域の暮らしを

みんなで守るこれからの治水

山国川流域の暮らしを

みんなで守るこれからの治水



流域治水カワナビ
（動画や全国の取組み）

〒871-0026 大分県中津市高瀬1851-2
TEL:0979-24-0571 FAX:0979-24-1973

山国川圏域流域治水
プロジェクトの取組

山国川圏域流域治水協議会事務局
（山国川河川事務所 流域治水課）

陸閘が効果を発揮し、山国川からの浸水を防ぎました！

陸閘

陸閘

　山国川圏域では、河川整備等の様々な災害対策を行っており、令和5年7月豪雨でも被害の低減効果を発揮しました。
しかし、今後の気候変動でさらに豪雨が頻発すると、河川整備等だけで被害を防ぐことは難しくなります。

河川整備による治水効果の例（令和 5 年 7 月豪雨時）

陸閘の整備（洪水時にスライドさせて、堤防の機能を持たせます）

河川整備等により災害を防ぐ取組みの効果

流域治水の主な対策（イメージ図）

氾濫を防ぐ・減らす

でできる

雨水貯留機能の拡大
雨水貯留施設、ため池、田んぼダ
ム、雨水タンクなど

被害にあう人・ものを
減らす 被害を減らす・早期復旧・復興への備え

県 市・町 企業 住民

でできる

流水の貯留
治水ダム、利水ダムの調節、遊水
池など

国 県 市・町 利水者

でできる

リスクの低いエリアへの移転
土地利用規制、移転促進など

県 市・町 企業 住民

でできる

氾濫範囲を減らす
二重堤防整備、自然堤防の保全など

国 県 市・町

でできる

土地のリスク情報の充実
水害リスク情報の発信など

でできる

避難体制の強化
防災教育、長期予報、リアルタイ
ム浸水把握など

国 県 市・町

でできる

経済被害の最小化
工場や建築物の浸水対策など

住民企業

国 県 市・町 でできる

住まい方の工夫
不動産取引時の水害リスク情報提
供、保険など

企業 住民

でできる

被災地の支援体制充実
官民連携の強化など

国 企業

でできる

氾濫水を早く排除する
排水門等の整備、排水強化など

国 県 市・町でできる

氾濫水を減らす
堤防強化、清掃活動（ゴミ拾い、
側溝清掃）など

国 県 市・町 利水者 住民

1 2 3

田んぼダム 清掃活動 校庭、公園、駐車場の
雨水貯留施設雨水タンク

　気候変動に備え、これからも山国川圏域の恵みを受けて暮らしていくために、
河川も含む圏域全体で、行政、住民、企業等、それぞれができる取組を行い協働
する「流域治水」を進めていく必要があります。 

災害の規模が
大きすぎて
整備が
追いつかない．．．!

住民 行政 企業

簡単な取組からやってみませんか !?

全国で、まちの魅力を未来へつなぐ、みんなで守る「流域治水」始まる全国で、まちの魅力を未来へつなぐ、みんなで守る「流域治水」始まる

田面 排水調整枡

排水量を調節

排水を調節する板

田んぼに降る雨

排水パイプ
水田に水を
貯める

排水路の
水位が低下

排水路

水位が下がる

河道掘削

河道掘削や築堤整備などの河川整備により河道
の流下能力を上げます。

流木・土砂対策 小規模河川の氾濫抑制対策河川の治水対策

堤防や護岸などの点検・修繕をします。
河川内の樹木や堆積土砂が洪水の際に流れを妨
げないように対策します。

ため池や水路の水を大雨の前に放流して水位を下
げ、雨水を貯められるようにします。また、排水
施設で水路の水を速やかに河川に排水します。

水田の排水口に調節板を設置し、一時的に水田
に雨水を貯め、水路の水位上昇を遅らせます。

間伐・育林等の適切な管理により保水力を保ち、
流木や土砂が流れ出にくい森林を維持します。

山から流木や土砂が下流に流出しないように、
治山・砂防ダムや流木捕捉施設を整備します。

河川整備

河川の維持管理
ため池・水路

の活用

山国川圏域流域治水 ３つの柱

ため池

水路

　山国川圏域では、河川・森林・農地等の特徴を捉え、次の３つの柱を基軸
にして流域治水を進めていきます。

柱１ 柱2 柱3

森林整備

治山・砂防

田んぼダム

山国川圏域でも、流域治水、始まっています


